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§１．研究開発成果の概要 

ナノマテリアルを緻密に制御した最先端 CMOS-AI チップの開発のため今年度は以下を行った。 

「項目 1a：マテリアルリザバーデバイス作製と評価」では、素子中の銀ナノ粒子の多様性を評価し

た。「項目 1b：マテリアルリザバーと結合する CMOS 集積回路の開発」では、多電極回路の各電

極に寄生容量変化用アンプを設置させた回路を設計し、シミュレーションを行った。「項目 2a：銀/
硫化銀コアシェル構造のアナログメモリ機能と予備検討結果」では、ナノ粒子ベースの原子スイッ

チングネットワーク型メモリスタデバイスの条件探索のためグラフ理論に基づくシミュレーションを行

った。「項目 2b：メモリ R/W 特性・時間スケール」、「項目 2c：メモリ特性の再現性、保持特性、書

換耐性等の課題解決方法」では、銀ナノ粒子デバイスの動作モードを、コンプライアンス電

流の変化により高安定制御した。（論文１）。 

「項目 3b：マテリアル脳型 AI システムのための情報処理機構の構築」、「項目 3c：マテリ

アルリザバーAI 素子の AI システムへの拡張」では、脳の予測符号化機構に基づき発展さ

せたリザバー計算モデルにより、マルチモーダル音声認識や動的環境下でのセンサ情報統

合処理を実現した。特に、モダリティごとの信頼性に基づく重み付け機構を導入、視聴覚情

報の統合精度と耐雑音性を向上した。また、ヒステリシス特性を示す振動子をリザバー素子

として用い、非線形動的特性に基づく高精度な音声認識を達成した。（論文２） 

「項目 3a：脳型モデルの開発」では、マテリアルごとに異なる時定数を活用するために、複数

リザバーモデルを考案した。「項目 3c：マテリアルリザバーAI 素子の AI システムへの拡張」で

は、CNT-PDMS ナノ複合体センサによる把持物体の識別、把持点推定に成功した。（論文３） 
「項目 4a：サービスロボット AI チップによる知的処理」では、マテリアルリザバー評価用に競技会

向けロボットシステムを開発した。 
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